
数学科授業案（略案） 

日 時 平成 22 年６月７日(月)３校時・６校時 
生 徒 ３年Ｃ組 男子２３名 女子１６名 

３年Ｂ組 男子２１名 女子１７名 
授業場 ３年Ｃ組教室 

３年Ｂ組教室 
授業者 辻 川 智 宏 

Ⅰ 単元名     ３学年 「２章 平方根」 

 

Ⅱ 単元の目標 

   正の数の平方根の必要性と意味を理解し，正の数の平方根を含む式の計算ができるようにするとともに，具体的な

場面で平方根を用いて表したり処理したりしようとする態度を伸ばす。 

 

Ⅲ ３学年の実態 省略 

平均 ４ ３ ２ １ 

情
報 

ア 授業で習ったことを，さらに詳しく勉強してみようと思う。 2.8 23.5 42.6 28.7 5.2 

イ わからないことがあれば，調べたり，質問したりして解決する。 3.2 38.3 44.3 13.9 3.5 

挑
戦 

ウ 少しでも問題が難しいと感じると、やる気がなくなってしまう。（Ｒ） 2.8 10.4 19.1 47.8 22.6 

エ 少し難しい問題でも取り組んでみようと思う。 3.1 27.8 54.8 15.7 1.7 

深
い
思
考 

オ 問題が解けても別の解き方を考える。 2.2 6.1 23.5 51.3 19.1 

カ 問題を解いた後は、次の指示があるまで何もしていない。（Ｒ） 3.2 1.7 11.3 54.8 32.2 

キ 
時間がたつのを忘れてしまうほど、集中して問題に取り組むこと

がある。 
3.0 25.7 46.9 26.5 0.9 

独
立 

ク 問題が難しいと、すぐ人に聞いてしまう。（Ｒ） 2.9 5.2 21.7 47.0 26.1 

ケ 問題が難しくても、自分の力でできるところまでやっている。  3.3 40.9 46.1 12.2 0.9 

 コ 
正解できなかった問題は、答え合わせの後、もう一度取り組んで

いる。 
3.0 26.6 48.7 23.0 1.8 

※(Ｒ)の平均は，１を４ポイント～４を１ポイントとして計算 

Ⅳ 教科論にかかわって 

１ 教科主題 

   

 

２ 研究仮説 

 

 

３ 「自ら学ぶ意欲」を高める手立て 

    

 

※本校数学科の「活用問題」のおさえ 

① 問題解決の過程で得た知識・技能を活用することで，さらに思考力や判断力，表現力を高めること

ができる問題 

② 解決した問題設定とは異なる日常生活や実社会の文脈に落とした問題 

  

４ 本単元における「自ら学ぶ意欲」を高める手立て 

本研究は，生徒の「自ら学ぶ意欲」を高める手立てとして「活用型の学習」を展開する。 

Ａ授業で獲得した知識や技能を活用し，根号のついた数や無理数の理解を深める問題を設定することに

より，上記ア，ウの改善を目指す。 

Ｂ根号のついた式の計算では， a × b ＝ ba が成り立つ理由や a ＋ b ＝ ba  が成り立たない

理由（反例）をいくつか考える活動を設定することにより，上記オの改善を目指す。 

４(よくあてはまる) ３(どちらかといえばあてはまる) ２(どちらかといえばあてはまらない) １(まったくあてはまらない) 

 

授業において，問題解決の後に「活用問題」に取り組む活動を取り入れることにより，「自ら学ぶ意欲」が高まるであろう。 

 

「自ら学ぶ意欲」を高める授業の構築（仮） 

問題解決の後に，「活用問題」に取り組む活動を取り入れた授業 

自
発
学
習 



Ⅴ 本時案（５／１４時間） 

１ 本時の目標 

 小数を分数に表わす活動を通して，無理数(分数に表わせない数)について理解することができる。  

 

２ 本時の展開                 ○･･･発問  △･･･補助発問  □･･･指示，説明 

学  習  活  動 主な働きかけ 【評価方法】 備  考 

 

 

 

 

１．小学校で習った事項などを利用し，答えが
10

3

であることをノートに記入することができる。 

 ㋐0.1 は
10

1 である。0.3 は 0.1 が３つ分である。 

 ㋑0.3 は 3÷10 の答えである。 

 ㋒ x＝0.3 

  10 x＝3   x＝
10

3  

２．活動１と同様に，答えが
3

1
であることをノー

トに記入することができる。 

 ㋐0.111･･･は
9

1 である。0.333･･･は 0.111…が

３つ分である。 

 ㋑0.333･･･は 1÷3の答えである。 

 ㋒   x＝0.333･･･ 

  －) 10 x＝3.333･･･   x＝
3

1
 

   －9x＝－3 

      

３．活動２の㋒の考えを利用して，答えを求める

ことができる。 

 ㋒    x＝ 0.373737･･･ 

  －) 100 x＝37.373737･･･   x＝
99

37
 

   －99x＝－37 

 

 

 

 

４．分数にできない小数には，無限に続き，繰り

返しのない(循環しない)特徴があることに気づ

き，具体例をノートに記入することができる。 

 ・0.121231234･･･    ・π 

・1.41421356･･･          など 

 

５．次の３点について説明を聞き，要点をノート

に記入することができる。 

①有理数と無理数の意味 

 ②有限小数・循環小数・循環しない無限小数 

 ③数の分類 

 

 

 

 

 

 

○「0.3 を分数で表してみよう。」 

【観察・ノート】 

△「
10

3 になる説明を考えよう。」 

【観察・発表】 

 

□「全体で確認しよう。」 

 

 

 

○「0.333……を分数で表わしてみ

よう。」 

【観察・ノート】 

 

 

 

□「全体で確認しよう。」 

 

 

 

 

 

 

○「0.373737……を分数で表わし

てみよう。」 

【観察・ノート】 

□「隣の人と確認してみよう。」 

□「全体で確認しよう。」 

 

 

 

 

 

○「分数にできない小数をいくつ

かつくってみよう。」 

【観察・ノート】 手立てＡ 

△「分数にできない小数には，ど

んな特徴があるだろうか。」 

 

□有理数と無理数について説明す

る。 

 

 

 

 

 

 

◇㋒の考えが生徒か

ら出ない場合は教

師から説明する。 

◇早く解決できた生

徒への配慮：別の方

法で考えるよう促

す。 

 

 

 

◇解決できない生徒

への配慮：活動１の

㋒の方法を参考に

するよう促す。 

◇早く解決できた生

徒への配慮：別の方

法で考えるよう促

す。 

 

 

 

 

 
期待する行動傾向 
㋒の考えを利用し

て，小数点以下の値を
消すために，さまざま
な試行を行う。 

 独立達成 
 
 
 
 
 
 
期待する行動傾向 
活動１，２，３で扱

った小数の特徴に気
づき，循環しない無限
小数をつくろうとす
る。 挑戦 
  
 

◇有理数よりも無理
数の方が多く存在
する。 

 

 

どんな小数でも分数に表わすことができるだろうか。 

い ろ い ろ な 小 数 を 分 数 に 表 し て み よ う 。 
（問題解決） 

（活  用） 



 



 


